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は じ め に
流通規制の緩和による米流通システムの変化のな
かで，川中・川下の業者のバイイング・パワーが強
まっている。大手の卸売業者・スーパー，外食産業
などは，大量に米を仕入れるだけでなく，自らの仕
入れに適合するように流通の合理化を進めている。
2004年の改正食糧法の施行による流通業者の制度
的区分の廃止によって，仕入・販売ルートが完全に
自由化され，大手業者による流通の再編が進んでい
る。
川下の業者のなかでもとくに競争が激しい外食産
業にとっては，低価格での調達や仕入の合理化がと
りわけ重要である。流通自由化によって，米が食材
の一つとして，他の農産物と同様に扱われるように
なった。その結果，外食産業による業務用米の仕入
が，複雑化・多様化している。こうしたなかで，病
院・福祉施設給食の受託業者が急成長しており，米
流通への関与を強めている。
外食産業による米の仕入については，冬木〔10〕が，
価格・品質・物流面での原料米ニーズの多様化，原
料米の低コスト化，食材・食品卸売業者の参入など
を指摘している。しかし，個別業者による米仕入れ
の実態については十分には解明されていない。また，
集団給食のなかでも，弁当給食については菊地〔５〕，
学校給食の地産地消については片岡〔４〕，内藤・佐
藤〔８〕の研究がある。ただ，外食産業の米の仕入は業
種・業態ごとに異なり，実態分析の積み重ねが必要
である。
そこで，本報告では，病院・福祉施設給食の受託
業者による米の仕入・納入の特徴を明らかにするこ
とを課題とする。事例として，北海道における病院・
福祉施設への納入を取り上げる。
１．給食受託業者の動向と競争の性格
１）給食受託業者の動向
まず，集団給食の市場の動向をみてみる。図1は，
給食施設数の推移を種類別にみたものである。全体
的には，2000年代に入り停滞傾向にあるが，福祉の
給食施設数は顕著に増加している。図2－①は，外食
産業の市場規模の推移をみたものである。全体の市
場規模は1997年をピークに縮小するなかで，集団給
食の市場規模も縮小している。図2－②で集団給食
の内訳をみると，社員食堂，病院，弁当給食が大き
く減少している。なお，この統計には，福祉施設給
食は含まれていない。
つぎに，病院・福祉施設給食受託業者（以下，受
託業者）の動向をみてみる。業界団体として「日本
メディカル給食協会」がある。図3のように，同協
会に加入している業者数は増加傾向にあり，2012年
では202社である。受託業者には全国展開を行って
いる業者のほか，地場の中小規模の業者も多く存在
する。図4は，同協会に加入している業者の病院・
福祉施設からの受託施設数をみたものである。病院
については，2000年代後半以降は停滞しているもの
の，2000年代半ばまで増加した。特別養護老人ホー
ムなどでは，2000年代に入り急速に増加している。
前掲図3のように，病院・福祉施設の給食委託率は，
1991年の19.9％から2009年の62.3％へと上昇し
た。
また，個別の受託業者の動向をみてみる。図5の
ように，大手の受託業者の店舗売上高は拡大してい
る。大手の受託業者は，外食産業の中でも店舗売上
高が大きく，最大手の日清医療食品は1,768億円で，
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第１位の日本マクドナルド（5,351億円），第２位の
すかいらーく（2,454億円）についで，第３位である。
エームサービス（1,014億円）は９位，富士産業（654
億円）は27位，レオック（544億円）は34位にラン
クインしている。なお，2010年度における受託業者
のシェアは，日清医療食品が31.2％，エームサービ
スが11.6％，富士産業8.7％，シダックス5.0％，レ
オック4.2％となっている（日経産業新聞社『日経
シェア調査195』2012年版）。
以上のように，集団給食の市場規模は縮小してい
るが，病院・福祉施設給食の受託市場は，高齢化を
背景とする福祉施設の増加，委託する病院・福祉施
設の増加によって拡大していると考えられる。ただ，
施設の委託率は近年では停滞しており，受託業者間
の競争は激しくなっている。
２）給食受託業者による競争の性格
受託業者による競争の性格として，以下の点を指
摘することができる。
第１に，受託業者間の競争は，病院・福祉施設か
らの契約の獲得と維持として行われることである。
受託業者間では，新規に給食委託を開始する病院・
福祉施設からの受託を獲得するとともに，施設によ
る契約更新の際に，委託先として選択してもらうと
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図1 種類別の給食施設数の推移
資料：厚生労働省『衛生行政報告例』。
注：2001年の数が前後と比較して多いが，原資料の通りである。
図2－① 外食産業の市場規模の推移
資料：食の安心・安全財団 付属機関 外食産業総合調査研究セン
ター推計。
図2－② 集団給食の市場規模の推移
資料：図2－①に同じ。
いう競争が行われている。また，コンビニ・弁当給
食など他の業態との競合が少なく，給食受託業界内
部での競争が中心である。
第２に，高品質の給食は必要とされず，低価格で
の提供が求められることである。病院・福祉施設に
とっては，経営上，給食にかかる経費を低く抑える
ことが重要である。そのため，受託業者にとっては，
低価格での納入が求められる。また，厨房作業の効
率性，病院側のスタッフとの良好な関係の維持も重
要である。
第３に，施設の給食では，病院の患者，福祉施設
の利用者など，食事を提供する対象者が特定される
ため，米については，使用する数量の変動が少ない
ことである。ただし，副食については，献立が食事
ごとに異なるため，仕入れる食材の種類が多い。受
託業者にとっては，多くの病院・福祉施設から他品
目の受注情報を集約し，それに対応した仕入・配送
の体制の構築が重要となり，米の納入もこうした体
制に組み込まれる形で行われる。
２．病院・福祉施設による給食の業務委託の特徴
病院・福祉施設の給食業務においては，管理栄養
士・栄養士が献立作成・食材仕入を，調理師，調理
補助員が調理・盛付・配膳・下膳・洗浄を担当する。
全体の統括は，おもに管理栄養士によって行われる。
給食の運営には，大きく分けて，直営と業務委託と
がある。
直営による運営では，それぞれの病院・福祉施設
給食受託業者による米の仕入・納入
図3 病院・福祉施設給食の受託業者数と施設の委託率
資料：会員数は日本メディカル給食協会資料，委託率は医療関連サービス振興会資料。
図4 病院給食の受託施設数
資料：日本メディカル給食協会。
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によって，給食スタッフの雇用，食材の調達が行わ
れる。食材調達については，米，青果物，食肉，鮮
魚，加工・冷凍食品など品目の専門店から仕入れる
ことが多い。
業務委託の場合には，全体の運営は，病院・施設
所属の管理栄養士が統括するが，食材仕入，調理な
どについては，受託業者に所属する管理栄養士，栄
養士，調理師，調理補助によって，それぞれの病院・
福祉施設で行われる。受託業者にとっては，受託し
た施設が事業所となる。献立作成は，病院・施設と
受託業者の管理栄養士が共同で行うことが多い。
病院・福祉施設にとって，給食業務を委託するメ
リットは，給食管理に要する経費・労力を削減でき
ることである。受託業者によって食材が大量に調達
されるため，調達コストを低くすることができる。
また，給食管理は受託業者所属の管理栄養士が行う
ため，病院・福祉施設所属の管理栄養士は栄養指導
のための時間を多くすることができる。
給食の受委託における契約の形態には，①人件費
と食材費などを合わせた１食当たりの単価を契約
し，食数に応じて料金を支払う方式（単価制），②管
理費（人件費など）は食数によらず固定金額とし，
食材費は１食当たりの単価を決めて食数に応じて料
金を支払う方式（管理費制）とがある。食材費の単
価は一定期間固定されるが，米については，出来秋
に決定し，年間を通して固定されることが多い。
給食受託業者には，全国展開している業者と地場
の業者がある。事例とした北海道においては，前者
については，北海道支店・事業部が米を含む食材を
調達している。病院・福祉施設への米の納入ルート
は，基本的には，産地→米穀業者（卸・小売)→受託
業者→病院・福祉施設であるが，米穀業者と受託業
者の間に食材卸売業者が入ることも多い。
受託業者による米の仕入れは，複数の米穀業者か
ら行われることが多い。受託業者は，契約を獲得し
たら，施設ごとに納入する米穀業者を選定し，結び
つけをする。受託業者による，食味ランクごとのオ
リジナルブランドがある場合もある。
３．給食受託業者による米の仕入・納入
１）Ａ社（図6－①）
Ａ社は，全国展開している業者で，北海道での受
託件数は390件（2009年７月末）である。北海道支
店の統括の下，札幌市，旭川市，帯広市，函館市に
営業所がある。北海道における調達先のおもな米穀
業者は７社で，地区の担当制となっており，札幌地
区の担当が５社，旭川地区が１社，函館地区が１社
である。
Ａ社の特徴は，食材調達，受注，納品を自社で直
接行っていることである。施設からの受注は北関東
にある受注センターに一元化されており，その受注
情報が各米穀業者に伝えられる。受注した米穀業者
は営業所ごとに設けられた配送センターに納入す
る。そして，配送センターにおいて，他の食材とと
もに，施設ごとに仕分けされて納品される。
Ａ社は，米の納入を７社に集約する意向をもって
いるが，地方では，ローカル・バイイングとして，
地場の米穀業者から直接，施設に納入している。ま
た，施設によっては，給食委託前に納入していた米
穀業者からの納入を希望することも多い。そのため，
取引のある米穀業者は，道内でも40～50社に及ぶ。
２）Ｂ社（図6－②）
Ｂ社も，全国展開している業者で，北海道での受
図5 集団給食業者の店舗売上高の推移
資料：日経MJ『日経MJ流通経済の手引き』，同『日経MJトレンド情報源』，「日経MJ」2012
年５月30日付。
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託件数は10件と少ないが，大規模な病院からの受託
が中心である。道内における，米を含む食材の調達
は子会社である食材卸売業者を通して行っている。
この子会社が，米穀業者１社から食材商社と食材卸
売業者を介して，調達している。施設からの発注は，
食材卸売業者に対して行われ，食材卸売業者が施設
への納品を行っている。
３）Ｃ社（図6－③）
Ｃ社も，全国展開している業者で，北海道での受
託件数は約50件である。道内では，Ｃ社の子会社で
ある食材卸売業者が食材の調達を行っている。調達
先の米穀業者は４社で，札幌圏が２社，旭川が１社，
函館が１社であり，いずれも以前は小売業者であっ
た。また，とくに地方では，これら４社以外の米穀
業者から米が納入されている施設もあり，納入して
いる米穀業者は20社強である。なお，米穀業者の納
入価格は全国的に統一している。
Ｃ社では，自社物流を持たないため，施設からの
受注・納品は，「代理店」とされた米穀業者が行って
いる。子会社は，施設と業者の結びつけを行うほか，
数量・品質管理を担当している。米穀業者は代金請
求をＣ者の子会社に対して行うが，代金の支払いは
Ｃ社から行われる。
４）Ｄ社（図6－④）
Ｄ社は，札幌市に本社のある地場の受託業者であ
り，受託件数は約400件である。調達先のおもな米
穀業者６社であるが，この６社による納入は全体の
７割程度である。残りは，別の米穀業者から納入さ
れている。
Ｄ社は，主要６社からの米の調達を，別会社の食
材卸売業者Ｅ社から行っている。また，施設からの
受注・納品もこの食材卸が担当している。米につい
ては，各米穀業者から，各施設に直接配送されるも
のと，Ｅ社の配送センターに納入され他の食材とと
もに配送される場合とがある。Ｄ社は，以前は独自
に食材を調達していたが，９年前から，コスト削減
のためにＥ社から仕入れるようになった。
お わ り に
病院・福祉施設給食の受託業者による米の仕入・
納入の特徴は，以下のように整理することができる。
第１に，受託業者による米の調達・受注・納入に
おいては，子会社や食材卸売業者を介することが多
い。事例とした４社のうち，自社で調達しているの
はＡ社のみであった。施設給食においては，米以外
にも多くの種類の食材を調達する必要があり，米は
食材の一つである。そのため，受託業者が直接に調
達・受注・納品するには多くの労力がかかり，子会
社や食材卸を介した方が効率的である。また，受託
業者にとっては，施設での調理を運営する方がどち
らかといえば重きが置かれる業務であり，食材の調
達の労力はできるだけ削減しようとするためであ
る。
第２に，受託業者においては，調達先の米穀業者
図6 給食受託業者による米の仕入・納入
①Ａ社 ②Ｂ社
③Ｃ社 ④Ｄ社
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の集約化が行われている。ただ，集約された米穀業
者以外からの調達も多く，集約化には限界がある。
その要因は，一般の外食産業と比較して，病院・福
祉施設が地方にも分散して所在するという施設給食
の特殊性である。輸送など面から，それぞれの施設
に近い米穀業者からの納入の方が効率的である。ま
た，施設と米穀業者との結びつきは強く，施設が同
一の米穀業者からの納入を希望するためである。
第３に，米穀業者の一定の集約化によって，より
低価格での調達を行っていることである。米穀業者
からの調達価格については，複数の米穀業者から見
積もり出してもらい，最低価格に合わせるように交
渉し，基本的には統一する。競争原理を働かせて，
納入価格の引き下げを行っている。また，調達する
米のサンプルを米穀業者から取り寄せ，食味の引き
上げを要請することもある。
国民経済における医療・福祉の位置づけか高まる
中で，病院・福祉施設からの給食のニーズの多様化
が予想される中で，今後は，そうしたニーズにきめ
細かく対応することが，給食受託企業に求められて
いる。
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